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次に公理図式 (a?Om achemata)として以下の (AO)―(A7)を採る。





























































llill Vは付値関数であり,各順序対 (p,文)に真理値1(真)または0(偽)を配分する (た
だし,pは命超文字であり,X―∈W)。すなわち,
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V I PrOp×W→(1, 0)











易卜x(A∧B)⊂)易卜xA & 易「Ex B.
易卜x(AVB)仁)易卜xA or 易卜xB.











(R6) RはWでほとんど反射的である (almost reflexive):(Vx)(Vy)(xRyE⇒yRy)。






























⇔  (ヨ劾 (ヨx)[易はLモデルである&X∈W&(VA)(A∈S⇒―あ「ExA)]
と定義する。明らかに,
卜LA ⇔ 単元集合 (¬A)がL充足可能でない。
ここで,われわれは,(証明論的)導出可能性の概念と平行的な意味論的概念を導入できる :
文Aが意味論的に文の集合SによつてL内含される (L一entailed)
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トロジーとRlにより,卜LBl⊃(B2⊃… (BnD A)・・・)。 それゆえ,R2とこより,卜LO[Bl⊃(B2
⊃…。(Bn⊃A)…)]。よつて,(われわれの体系Lのすべてに共通な公理図式A2と規則R2,およ

























各命題文字p,各世界X∈Wとに対して,                      ヽ
VL(p,x)=1(⇒p∈X.
2.2.6 確認補題 (verification lemma)
いま定義されたキャノニカルLモデル易L=〈WL,RL,VL〉はLモデルである。







示すべきことは, Sがと充足可能である (L satisfiable)ということである。さて,確認補題によ
り,(上で定義された)易LはLモデルである。一致の補題により,特に各文Aに対して,




















2.xRLy・…… …………… …… … … … ……… ……仮定
そのとき,
3.(VB)(OB∈X三⇒B∈y)… …………………・2からR上の定義により
4.A∈y…… …… … … …… … … … … …… … …1, 3,普遍例化,モドゥス・ポネンス
5.OA∈X⇒ (xRLyこ⇒A∈y) ………………1～4,条件化規則, 1, 2を解除
6.(Vy∈WL)(OA∈X三)(xRLyΞ⇒A∈y))…5,普遍汎化
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7.OA∈X三⇒(Vy∈WL)(xRLy⇒A∈ )…・6,述語論理
(⊂Ξ):逆に,任意のX∈Wとにつき,
1.OA/X………… …… ……… … …… …… … …仮定
そのとき,
2.¬OA∈X……… ………… … … …… …………… 1,飽和集合に関する補題(∋
3.¬A∈xA ・………………………………………・・メイキンソンの補題におけるxAの定義

































































本節で,われわれは,命題定項Qを持つ真理様相論理体系 (alethic mOdal logic)である以下の
10個の体系を定義する :





































































llvl V I P■op×W→(0, 1)
さて,易を任意の真理様相モデル,XをWの要素,AをΣの要素である任意の文とする。モデル易
































′ζ∈ {KQ, MQ,S4Q,BQ,S5Q,KQ+, MQ十s4Q十,BQ十, s5Q十}
とする。このとき,κ妥当性 (κ validity),κ充足可能性 (κ satisfiability),意味論的て内含
(semantic κ entailment)の概念が,対応するL概念と完全に類比的に定義される。そして,
「・ KA  および  S卜【A
の表記法を,いまのκ妥当性,κ内合の意味を持たせて用いる。
S4.真理様相体系の意味論的健全性と完全性













































































3.(ヨy∈WKQ十)(xR・KQ+y&y∈opt【Q十)・… … … … … … … … … … 2,optKQ十の 定 義

























































































































































































































































































ブランクに条件 :(X=y Or xRy or yRx)を満たす。
K=S5Qかつc(K)=OS5の場合 :
ブランクに条件 :(∃n≧1)(XR#ny)を満たす。
ここで,RイはW上で,xR#y(⇒X=y or xRy or yRxとして定義される関係であり,R#nは,
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